
広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 133mm：19,000 円～

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

第 43回

（
垂
水
市
文
化
財
保
護
審
議
員
・
川
﨑 

あ
さ
子
）

町
田
一
平
翁

　

旧
垂
水
フ
ェ
リ
ー
の
駐
車
場
の
奥

ま
っ
た
一
角
に
「
第
６
垂
水
丸
遭
難
者

慰
霊
碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か

ら
数
メ
ー
ト
ル
東
側
の
広
場
に
、
海
を

見
つ
め
て
い
る
町
田
一
平
翁
の
胸
像
が

あ
り
ま
す
。

　

町
田
一
平
翁
は
明
治
３
年
、
現
在

の
垂
水
高
校
に
あ
っ
た
町
田
邸
で
、

案か

か

し

山
子
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
で
あ
る
案
山
子
は
、
垂
水
島
津
家
筆

頭
家
老
で
13
代
目
に
あ
た
り
、
戊
辰
の

役
に
も
隊
長
と
し
て
参
戦
し
ま
し
た
。

　

一
平
翁
は
垂
水
小
学
校
で
神
童
と
よ

ば
れ
、
鹿
児
島
造
士
館
へ
進
学
し
、
こ

【
参
考
資
料
】

『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
（
垂
水
市
垂
水
編
）
改
訂
版
』

（
平
成
十
七
年
九
月
十
七
日
発
行
）

こ
で
も
成
績
優
秀
・
運
動
能
力
に
長
け
、

陸
上
・
野
球
で
活
躍
し
ま
し
た
。
明
治

22
年
に
入
学
し
た
現
在
の
東
大
農
学
部

で
は
、野
球
で
も
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
垂
水
市
に
帰
り
、
温
州
み

か
ん
の
栽
培
な
ど
農
業
改
革
に
取
り
組

み
、
25
歳
で
垂
水
農
会
初
代
会
長
、
32

歳
で
郡
会
議
員
、
37
歳
で
議
長
を
つ
と

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
33
年
に
は
鹿
児
島
に

あ
っ
た
簡
易
農
学
校
を
鹿
屋
に
移
し
、

現
在
の
鹿
屋
農
高
を
誘
致
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
と
大
隅
半
島
を
結
ぶ

　

大
正
７
年
、
自
ら
作
っ
た
発
動
機
船

を
垂
水
～
鹿
児
島
間
に
就
航
さ
せ
、
大

正
10
年
に
は
、
定
期
航
路
を
実
現
し
ま

し
た
。
昭
和
５
年
に
垂
水
汽
船
会
社
と

な
り
、
垂
水
～
鹿
児
島
間
を
50
分
で
結

び
、
大
隅
半
島
の
人
々
の
生
活
や
文
化

が
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
昭
和
19
年
、
太
平
洋
戦
争
末

期
に
第
６
垂
水
丸
が
沈
没
、
540
名
余
り

の
人
々
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
被
害
者

へ
の
補
償
な
ど
で
一
時
経
営
は
厳
し
く

な
り
ま
し
た
が
、
息
子
の
畯じ

ゅ
ん

氏
が
社
長

に
就
任
し
、
そ
の
後
、
昭
和
35
年
南
海

郵
船
と
な
り
、
昭
和
49
年
か
ら
は
垂
水

フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
ま
し
た
。

　

一
平
翁
は
、
昭
和
20
年
に
74
歳
で
亡

く
な
り
、
昭
和
45
年
に
功
績
を
顕
彰
す

る
た
め
、
現
在
の
場
所
に
胸
像
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。

町
田
一
平
翁
の
逸
話

　

一
平
翁
の
息
子
、
四
郎
氏
は
垂
水
市

教
育
長
、
そ
し
て
垂
水
市
長
を
二
期
つ

と
め
ま
し
た
。

　

近
年
、
四
郎
氏
の
娘
さ
ん
か
ら
直
接

聞
い
た
一
平
翁
の
逸
話
と
し
て
、
一
平

翁
が
東
京
か
ら
結
婚
相
手
を
伴
っ
て
帰

省
し
ま
し
た
が
、
家
柄
が
合
わ
な
い
と

反
対
さ
れ
、東
京
に
帰
る
こ
と
と
な
り
、

一
か
月
余
り
の
時
間
を
か
け
、
船
旅
で

別
れ
を
惜
し
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　

垂
水
島
津
家
筆
頭
家
老
と
い
う
家
柄

の
長
男
の
結
婚
は
、
本
人
の
意
思
よ

り
、
家
と
家
の
繋
が
り
が
優
先
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
田
家
の
屋
敷
は
、
垂
水
麓
の
中
心

に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
更
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▲ 町田一平翁の胸像

明
治
の
先
覚
者

　
　
　
　
　
町
田
一い

っ

ぺ

い平
翁
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